
発行者発行者発行者発行者発行者

小小小小小     川　敏川　敏川　敏川　敏川　敏     男男男男男
水水水水水     田田田田田               豊豊豊豊豊

123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234
123456789012345678901234

　　６月議会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　　　６月議会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　　　６月議会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　　　６月議会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　　　６月議会報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　2 0 1 1 . 72 0 1 1 . 72 0 1 1 . 72 0 1 1 . 72 0 1 1 . 7

　　
６
月
議
会
は
６
月
６
日
か
ら

21
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
東
日
本
大
震
災
の
支

援
に
一
般
職
12
名
、
保
健
士
１

名
を
派
遣
し
た
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
注
目
さ
れ
る
病
院
再
編

問
題
で
は
具
体
的
な
提
案
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
毎
年
６
月

議
会
に
報
告
さ
れ
る
桜
が
丘
団

地
の
販
売
に
つ
い
て
、
病
院
再

編
に
つ
い
て
、
震
災
対
策
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
町
内
会
で
議
論

に
な
っ
て
い
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
問

題
な
ど
が
あ
っ
た
ほ
か
、
府
中

市
が
実
効
支
配
し
て
い
た
社
会

福
祉
法
人
の
全
面
敗
訴
と
な
っ

た
幼
稚
園
労
組
の
一
時
金
問
題

　
　
６
月
定
例
議
会

　　
 この議会報告をもって暑中の
ご挨拶とさせていただきます。

と
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
案
・
国
民
健
康
保
険

　　
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
超
過
額
が
73
万
円
か
ら
77
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

内
訳
は
医
療
分
１
万
円
、
後
期

高
齢
者
分
１
万
円
、
介
護
分
２

万
円
で
計
４
万
円
で
す
。
該
当

者
は
、
医
療
分
が
課
税
所
得
９

５
０
万
円
以
上
の
人
、
後
期
高

齢
者
分
は
５
７
０
〜
６
２
０
万

円
の
範
囲
の
人
で
す
。

　　
　
桜
が
丘
団
地
販
売

　
販
売
結
果
は
、
昨
年
度
１
年

間
で
18
区
画
と
目
標
の
30
区
画

に
遠
く
及
ば
ず
、
値
下
げ
を
し

4月26日 ２５年目のチェルノブイリデー座り込み

た
初
年
度
で
目
標
を
下
回
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
今
後
の
返
済

計
画
に
も
暗
雲
が
立
ち
込
め
て

い
る
と
言
え
ま
す
。

　　
教
科
書
採
択
決
議

　
平
成
ク
ラ
ブ
と
公
明
党
は
、

「
最
も
適
し
た
教
科
書
の
採
択
を

求
め
る
」決
議
案
を
提
出
し
、自

分
た
ち
だ
け
で
可
決
し
ま
し
た
。

最
も
適
し
た
教
科
書
の
採
択
と

い
い
な
が
ら
、
そ
の
本
意
は
、

「
戦
争
を
美
化
し
」「
政
治
に
対

し
中
立
性
に
欠
け
る
」
特
定
２

社
の
教
科
書
で
あ
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
教
科
書
選
定
に
圧
力

を
か
け
る
暴
挙
で
す
。



　　
元
２
法
人
、保
育
所
・
幼
稚
園

職
員
の
一
時
金
が
団
体
交
渉
抜

き
で
削
減
さ
れ
て
い
た
問
題
は

裁
判
と
な
り
、
４
月
27
日
に
判

決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　
判
決
は
、「
事
件
の
概
要
」
と

「
裁
判
所
の
判
断
」
の
二
つ
に
分

か
れ
、
こ
の
問
題
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
法
人
立
保
育
所
と
幼
稚
園

は
Ｓ
40
年
４
月
と
Ｓ
44
年
５
月

に
府
中
市
か
ら
土
地
、
建
物
な

ど
の
す
べ
て
の
基
本
財
産
を
寄

付
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
。

　
②
府
中
市
の
幹
部
を
代
表
者

や
役
員
に
就
任
さ
せ
人
事
権
を

含
む
運
営
権
限
を
掌
握
し
て
き

た
。

　
③
団
体
交
渉
に
は
府
中
市
の

幹
部
が
出
席
し
、
勤
務
労
働
条

件
に
つ
い
て
は
府
中
市
の
職
員

と
同
等
の
待
遇
と
す
る
こ
と
が

合
意
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
実
行
さ

れ
て
き
た
。

　
④
Ｈ
17
年
３
月
、
府
中
市
は

財
政
難
等
を
理
由
に
し
て
Ｈ
25

年
ま
で
に
法
人
が
運
営
す
る
保

育
所
及
び
幼
稚
園
に
つ
き
、
す

べ
て
廃
止
す
る
か
、
又
は
市
立

保
育
所
に
統
合
す
る
方
針
を
決

定
し
た
。

　
⑤
Ｈ
19
年
２
月
、
賃
金
10
％

カ
ッ
ト
で
法
人
と
団
体
交
渉
を

行
っ
て
い
る
。

　
⑥
Ｈ
19
年
７
月
、
幼
稚
園
労

組
は
府
中
市
が
実
質
使
用
者
に

当
た
る
の
で
団
体
交
渉
を
求
め

た
が
拒
否
さ
れ
る
。

　
⑦
Ｈ
19
年
７
月
、
広
島
県
労

働
委
員
会
に
府
中
市
を
相
手
と

し
て
不
当
労
働
行
為
の
救
済
を

申
し
立
て
し
た
。

　
⑧
Ｈ
20
年
８
月
、
県
労
働
委

員
会
の
あ
っ
せ
ん
に
よ
り
６
点

の
労
働
協
約
を
締
結
し
た
。

　
⑨
Ｈ
20
年
12
月
、（
団
体
交
渉

を
行
わ
ず
に
）
就
業
規
則
を
変

更
し
、
一
時
金
を
支
払
っ
た
。

概
要
で
は
、「
法
人
保
育
所
・

幼
稚
園
は
府
中
市
が
つ
く
り
、

府
中
市
の
幹
部
を
役
員
に
し
て

経
営
を
行
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
裁
判
の
原
因
は
、
法

人
保
育
所
・
幼
稚
園
の
廃
止
で

あ
り
、そ
の
原
因
を
つ
く
り
、実

質
の
使
用
者
で
あ
る
府
中
市
に

解
決
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
」

と
い
う
解
説
で
す
。

①
府
中
市
が
実
質
的
使
用
者

で
あ
る
こ
と
と
、
府
中
市
と
の

間
で
労
働
協
約
で
あ
る
協
定
を

結
ん
だ
こ
と
は
当
事
者
間
で
争

い
は
な
い
。

②
補
助
金
を
20
％
減
額
す
る

こ
と
は
賃
金
を
20
％
削
減
す
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
府
中
市
の

主
張
に
対
し
て
、

■
裁
判
所
が
客
観
的
に
解
釈

す
る
と
、
賃
金
減
額
を
明
確
に

規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
間
接

的
な
規
定
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。別
途
、労
働
協
約
を
結
ぶ
こ

と
も
で
き
た
。
不
合
理
な
説
明

で
採
用
で
き
な
い
。

■
現
に
、
２
５
４
３
万
円
も

の
剰
余
金
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

補
助
金
減
額
が
賃
金
減
額
に
直

結
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な

い
。
Ｈ
20
年
８
月
の
労
働
委
員

会
の
協
議
で
副
市
長
は
「
府
中

市
は
補
助
金
を
支
出
す
る
だ
け

で
、そ
れ
を
原
資
と
し
て
、ど
の

よ
う
に
処
分
す
る
か
は
府
中
市

は
関
与
し
な
い
。
繰
越
財
産
が

あ
っ
た
と
し
て
も
返
還
は
求
め

な
い
。
法
人
ら
で
対
応
で
き
る

な
ら
法
人
ら
で
し
て
よ
い
」。

　
こ
の
発
言
は
、
補
助
金
の
支

出
額
に
つ
い
て
合
意
し
た
だ
け

で
実
際
に
給
与
を
減
額
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
労
使
協
議
す
る

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

よ
っ
て
未
払
の
一
時
金
を
支

払
え
と
い
う
判
決
で
す
。

裁
判
の
争
点
は
、
府
中
市
が

２
法
人
の
保
育
所
・
幼
稚
園
の

実
質
的
な
使
用
者
か
ど
う
か
で

し
た
。
こ
の
間
伊
藤
市
長
は
議

会
で
「
府
中
市
は
使
用
者
で
あ

り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
を
く
り
か

え
し
て
い
ま
し
た
。
平
成
ク
ラ

ブ
議
員
は
そ
れ
を
根
拠
に
「
法

人
の
職
員
は
隠
れ
公
務
員
」「
協

定
を
守
ら
ん
奴
」「
裁
判
を
起
こ

す
よ
う
な
奴
を
市
の
職
員
に
す

る
な
」
と
新
聞
折
り
込
み
を
入

れ
、
の
の
し
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
議
会
で
答
弁
す
る

前
か
ら
裁
判
で
は
法
人
職
員
の

実
質
的
な
使
用
者
で
あ
る
と
認

め
て
い
た
の
で
す
。こ
れ
は
、議

会
で
ウ
ソ
を
い
っ
て
い
た
こ
と

で
あ
り
、
市
長
の
発
言
は
ま
っ

た
く
軽
い
も
の
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
平
成
ク
ラ

ブ
の
議
員
の
主
張
に
根
拠
が
な

く
な
り
ま
し
た
。

２
法
人
の
職
員
は
削
減
さ
れ

た
一
時
金
を
返
せ
と
言
っ
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
士
・
調
理
員
と
し
て
が

ん
ば
っ
て
き
た
こ
と
を
認
め
て

ほ
し
い
。
職
場
が
な
く
な
る
こ

と
は
自
分
の
人
生
の
み
な
ら
ず
、

家
族
の
生
活
に
か
か
わ
る
こ
と

だ
か
ら
、
き
ち
ん
と
団
体
交
渉

を
し
て
、
雇
用
を
は
か
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
要
求
で
す
。

裁
判
で
受
け
取
っ
た
５
６
０

万
円
も
保
育
会
の
定
款
に
も
と

づ
い
て
社
会
福
祉
法
人
等
に
寄

付
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
職

員
の
気
持
ち
を
汲
ん
だ
対
応
が

必
要
で
す
。



　　
病
院
を
守
る
と
い
い
な
が
ら

現
在
も
何
も
で
き
て
お
ら
ず
、

　
６
月
議
会
の
一
般
質
問
を
通
し
て
、
病
院
再
編
の
姿
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
何
の
こ
と
は
な
い
。
な

に
も
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
議
会
答
弁
か
ら
は
、
独
法
化
で
医
師
不
足
に
対
処
で
き
る
の

か
、
病
院
の
赤
字
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
ま
っ
た
く
見
え
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ａ
府
中
総
合
病
院

と
の
統
合
に
関
す
る
交
渉
過
程
も
答
え
ら
れ
な
い
と
言
う
ば
か
り
で
す
。

　
結
局
、
伊
藤
市
長
の
や
っ
て

い
る
こ
と
と
い
え
ば
、
２
０
０

７
年（
平
成
19
年
）に
国
が
示
し

た
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」に
そ
っ
て
、プ
ラ
ン
を
作

成
し
た
だ
け
で
、
中
味
の
具
体

化
や
医
師
の
招
へ
い
に
自
ら
汗

を
か
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
国
の
指
示
に
追
随
す

る
の
は
建
設
省
の
キ
ャ
リ
ア
官

僚
だ
っ
た
伊
藤
市
長
ら
し
い
と

は
い
え
、
現
在
は
府
中
市
長
な

の
で
す
か
ら
、
国
の
ほ
う
ば
か

り
目
を
む
け
ず
、
地
元
府
中
市

の
た
め
に
、
医
師
招
へ
い
の
確

約
を
と
り
つ
け
て
く
る
な
ど
き

ち
ん
と
し
た
仕
事
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
あ
る
議
員

が
質
問
し
た
よ
う
に
「
来
年
４

月
に
ふ
た
を
あ
け
て
見
た
ら
、

医
師
も
減
っ
て
い
た
、
看
護
師

も
減
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

心
配
が
現
実
に
な
る
お
そ
れ
が

十
分
に
あ
り
ま
す
。

　　　　　　伊藤市長　答弁から
　
  独法化し、共同体化しても急に全てが変わる
とうものではない。
  いきなり今までいなかった医師が急に来るよ
うになったり、職員が増やせるとかいうもので
はない。今いる限られた医療資源としての医師、
看護師などを前提に合理化すべきとこは合理化
し、一体の経営体としての二つの医療圏の病院
を構築しなおすという計画だ。
　そんなに急にばら色の未来が1年後に来るわけ
でない。医師がわいてくる、職員がどっかから
わいてくるわけではない。勤務労働条件が大き
く変えられるわけではない。よーするに今ある
ものを上手に利用するのが出発点で、それ以上
のものではない。

将
来
の
具
体
的
プ
ラ
ン
も
な
い
。

医
師
の
招
へ
い
に
つ
い
て
も
確

約
で
き
ず
、
Ｊ
Ａ
府
中
総
合
病

院
の
引
き
継
ぎ
規
模
も
明
ら
か

に
で
き
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
無
為

無
策
と
言
う
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　　
具
体
的
プ
ラ
ン
が
な
い
に
も

拘
わ
ら
ず
、
病
院
を
守
る
た
め

に
は
独
立
行
政
法
人
化
し
か
な

い
と
決
め
つ
け
、
住
民
の
理
解

を
得
る
た
め
の
説
明
会
を
要
求

す
る
と
政
争
の
具
に
さ
れ
る
よ

う
な
場
所
に
は
出
て
い
か
な
い

と
主
張
す
る
伊
藤
市
長
に
は
、

幅
広
く
住
民
に
対
し
誠
実
な
態

度
で
接
す
る
と
い
う
考
え
は
な

く
、
住
民
は
お
上
で
あ
る
市
長

に
従
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い

う
時
代
錯
誤
の
思
想
の
持
ち
主

と
考
え
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　



　　

　

 ６月議会も病院問題が大きな争点でした。ＪＡ府中総合病

院と北市民病院の２病院を統合し、経営形態を独立行政法人

化することが３月議会で決まりました。しかし、スタートま

であと半年の時点になったにもかかわらず、診療科、ベッド

数、医師数など具体的な説明はなんらありません。

　そうした中、市内のお母さん方から、「安心してお産がで

き、府中で子育てが出来るよう産科・小児科の再開を求め

る」内容の請願が６月議会に提出されました。

　ところが、いつのまにやら５項目の要求のうち、産科・小

児科の再開は最後の５番目、１番目が独立行政法人化の完全

実施となったり、厚生委員会での議論も独法化に大きくかた

よったため、自分たちの思いとは違うということで、請願も

取り下げられました。

　そもそも、府中市の課題は、①企業誘致が出来ないこと

と、②18歳から32歳までの女性の人口数が少ないことです。

右下の表は周りの市の有効求人倍率です。府中市は他市の半

分です。いかに府中市に雇用の場がないかわかります。特に

女性の雇用の場がありません。それに産科もないことから若

い女性の市外転出となって

います。18歳から32歳まで

の女性は出産年齢でもあり、

人口減少の大きな要因と

なっています。こうしたこ

とからも企業誘致による雇

用の確保と、安心してお産

が出来る病院の確保が緊急

の課題となっています。

　　
共
通
し
て
い
る
の
は
、
情
報

操
作
と
結
論
あ
り
き
の
姿
勢
で

す
。
東
京
電
力
は
全
て
の
情
報

を
開
示
せ
ず
、
あ
と
か
ら
あ
と

か
ら
小
出
し
に
し
た
た
め
、
被

爆
者
の
拡
大
と
い
う
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
被
害
を
拡
大
さ
せ

ま
し
た
。す
べ
て
は
、原
子
力
発

電
は
安
全
だ
と
の
結
論
あ
り
き

の
姿
勢
が
引
き
起
こ
し
た
こ
と

で
す
。
事
故
の
重
大
性
を
認
識

し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
情

報
を
隠
ぺ
い
し
た
の
で
す
。
政

府
も
「
た
だ
ち
に
健
康
に
影
響

し
な
い
レ
ベ
ル
」
と
い
う
発
言

を
繰
り
返
し
、
将
来
に
わ
た
る

放
射
能
の
被
害
か
ら
国
民
を
守

ろ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
悪
質

な
の
は
、
心
配
す
る
国
民
に
対

　　
伊
藤
市
長
が
助
役
時
代
に
10
年
で

完
売
で
き
る
、
完
売
す
れ
ば
５
億
円

の
利
益
が
出
る
と
宣
言
し
た
販
売
計

画
は
失
敗
し
、
新
た
な
計
画
が
昨
年

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
当
初
計

画
の
失
敗

の
原
因
は

販
売
実
績

が
一
ケ
タ

に
な
っ
て

も
な
ん
ら

手
を
打
た

な
か
っ
た

伊
藤
市
長

を
は
じ
め

と
し
た
経

営
陣
の
怠

慢
で
す
。

失
敗
の
原

因
を
明
ら

か
に
し
な

い
限
り
新

た
な
計
画

も
う
ま
く

い
き
ま
せ

ん
。

し
、
間
違
っ
た
情
報
に
ま
ど
わ

さ
れ
る
な
と
恫
喝
し
て
い
る
点

で
す
。

　
伊
藤
市
長
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
病
院
を
守
る
に
は
独
法
化

し
か
な
い
と
い
い
な
が
ら
そ
の

中
味
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
独
法
化
の
結
論
あ
り
き
で

強
行
的
に
物
事
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
地
域
住
民
に
対
し
間

違
っ
た
情
報
に
踊
ら
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
し
き

り
に
発
言
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
長
の

下
で
は
、
真
の
医
療
再

生
計
画
が
実
現
で
き
る

は
ず
は
な
く
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
よ

り
、
助
か
る
命
も
た
す

か
ら
な
い
と
い
う
人
災

が
引
き
起
こ
さ
れ
る
心

配
が
消
え
ま
せ
ん
。
　

福　山 0.88
尾　道 0.82
三　原 1.08
府　中 0.45
三　次 0.82
庄　原 0.88
広島県 0.82

求人倍率
（2011年3月）

年　目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 合計

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21

販売目標 53 37 30 30 30 357

実　　績 24 22 4 7 2 2 5 1 1 68
なお、2002年度は北川鉄工所が16区画購入、2007年度は府中市が４区画購入。

年　度

　　販売実績　　　　　　　　　桜が丘団地区画数　　３５７区画


